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２
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）敬
称
略
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信
　
雄
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信
　
春
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水
市

鍋
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朋
　
子
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新
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郡
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口
　
智
　
子
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亀
　
山
　
由
貴
子
 

富
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市

亀
　
山
　
知
　
己
 

富
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髙
　
嶋
　
栄
　
子
 

富
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市

春
　
山
　
美
津
子
 

富
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部
　
昭
　
子
 

高
岡
市

神
　
戸
　
多
仁
子
 

滋
賀
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大
津
市

加
　
門
　
　
　
明
 

富
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市
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付
金
振
込
口
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番
号

　
北
陸
銀
行
呉
羽
支
店
　
店
番
号
120

　
普
通
預
金
６
０
７
７
２
３
０

　
社
会
福
祉
法
人
　
め
ひ
の
野
園

（
２
０
２
４・５・17
〜
２
０
２
４・９・16
）敬
称
略

特集特集

め
ひ
の
野
園
で
頑
張
る
利
用
者
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

め
ひ
の
野
園
で
頑
張
る
利
用
者
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

多
機
能
型（
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
・
就
労
移
行
支
援
）事
業
所

多
機
能
型（
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
・
就
労
移
行
支
援
）事
業
所

作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み

作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み

ハ
ウ
ス
部
門 

中
村 

和
武
さ
ん

ハ
ウ
ス
部
門 

中
村 

和
武
さ
ん

め
ひ
の
キ
ラ
リ
！
人

め
ひ
の
キ
ラ
リ
！
人

（
２
０
２
４・５・17
〜
２
０
２
４・９・13
）敬
称
略

呉
羽
山
観
光
協
会
 

阿
部
　
義
博

㈱
宝
来
 

勘
坂
　
文
雄

㈱
サ
イ
ン・サ
ポ
ー
ト
 

岡
田
　
啓
子

北
陸
銀
行 

呉
羽
支
店
 
谷
川
　
　
崇

 

橋
本
　
　
譲・橋
川
　
奈
央

㈲
北
陸
白
ア
リ
 

柳
原
　
和
夫

㈱
ほ
く
た
い 

東
京
支
店
 
竹
山
修
一
郎

 

芦
田
　
菜
緒

㈱
浪
速
電
機
工
業
所
 

草
野
　
久
志

北
陸
電
力
ビ
ズ・エ
ナ
ジ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョン
㈱
 

 

塚
本
　
翔
午・鈴
木
　
　
誠

キ
ャ
ノ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
ジ
ャ
パン
㈱

 

土
地
　
優
子

ダ
イ
キ
ン
工
業
㈱ 

富
山
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョン

 

屋
喜
　
恭
輔

富
山
短
期
大
学
 

関
　
　
好
博

サ
カ
ヰ
産
業
㈱
 

坂
田
　
　
亮

 

吉
田
　
和
哲

㈱
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
北
陸 

高
岡
営
業
所

 

安
川
　
和
重

北
銀
リ
ー
ス
㈱
 

生
水
　
邦
明

日
本
テ
ク
ノ
㈱
 

渡
邊
　
亮
太

富
山
県
火
災
共
済
協
同
組
合
 長
森
　
智
昭

㈱
ト
ヤ
マ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
 小
室
　
浩
介

 

渡
辺
　
貴
太

富
山
市
福
祉
保
健
部
指
導
監
査
課
 

 

西
田
　
清
和

農
林
水
産
省
北
陸
農
政
局

富
山
県
拠
点
地
方
参
事
官
室
 

 

定
塚
　
昌
之・中
井
　
敬
一

㈱
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
 

千
谷
　
武

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会 

富
山
県
本
部

 

中
山
　
綾
佳

富
山
市
花
ノ
木
自
治
会
 
岡
﨑
　
　
勉

本
号
で
お
伝
え
し
た
「
夏
祭
り
・
花
火

大
会
」を
始
め
、
今
年
の
夏
は
と
に
か
く
厳

し
い
暑
さ
に
見
舞
わ
れ
た
。そ
ん
な
暑
さ
も

10
月
に
入
って
よ
う
や
く
落
ち
着
く
と
、
ふ

と
「
み
く
り
が
池
」
の
写
真
を
撮
り
に
行
こ

う
と
思
い
立
っ
た
。「
み
く
り
が
池
」と
は
、立

山
連
峰
の「
室
堂
平
」に
あ
る
池
で
、
週
間

予
報
に
よ
る
と
こ
の
日
だ
け
が
晴
れ
マ
ー
ク

で
、
し
か
も
紅
葉
が
ち
ょ
う
ど
見
頃
を
迎
え

て
い
る
ら
し
い
。居
て
も
立
っ
て
も
居
ら
れ

な
く
な
り
、カ
メ
ラ
を
片
手
に
車
に
乗
り
込

ん
だ
。

３
年
前
に
カ
メ
ラ
を
手
に
す
る
ま
で
は
、

休
日
と
い
え
ば
漫
画
を
読
ん
だ
り
ゲ
ー
ム

を
し
た
り
と
ダ
ラ
ダ
ラ
過
ご
す
「
イ
ン
ド
ア

派
」だ
っ
た
私
が
、
こ
う
し
て
思
い
に
ま
か
せ

て
外
に
飛
び
出
す
よ
う
に
な
る
と
は
、
自
分

で
も
驚
き
の
変
化
で
あ
る
。

「
室
堂
平
」
に
は
自
家
用
車
の
乗
り
入
れ

が
出
来
な
い
た
め
、
ま
ず
は
立
山
駅
ま
で
車

で
行
き
、そ
こ
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で「
美
女

平
」
ま
で
上
る
。そ
こ
で
高
原
バ
ス
に
乗
り

換
え
、
室
堂
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
目
指
す
の
で
あ

る
。人
生
初
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
「
美
女
平
」

に
到
着
す
る
と
、
そ
こ
は
濃
霧
で
真
っ
白
な

世
界
だ
っ
た
。先
が
思
い
や
ら
れ
た
が
、そ
れ

で
も
高
原
バ
ス
に
乗
車
す
る
と
、
標
高
が
上

が
る
に
つ
れ
て
霧
が
晴
れ
、
紅
葉
の
絶
景
が

目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。先
ほ
ど
ま
で
の
濃

霧
は
雲
海
と
な
り
眼
下
に
広
が
る
。バ
ス
の

車
内
に
は
海
外
か
ら
の
観
光
客
も
多
く
、

「
Ｗ
Ｏ
Ｗ
！
」
と
感
嘆
の
声
が
聞
こ
え
た
。室

堂
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
到
着
す
る
頃
に
は
空
は
ス

ッ
キ
リ
と
晴
れ
渡
り
、
そ
こ
か
ら
し
ば
ら
く

歩
い
た
先
に
あ
る
「
み
く
り
が
池
」
の
景
観

は
、思
わ
ず
た
め
息
が
出
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

撮
れ
た
写
真
は
ま
だ
ま
だ
初
心
者
レ
ベル

で
あ
ろ
う
が
、大
切
な
の
は
成
果
を
得
る
こ

と
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
向
か
う
ま
で
の

出
来
事
や
出
会
い
か
ら
、さ
さ
や
か
な
幸
せ

を
味
わ
え
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か…

。そ

ん
な
こ
と
も
３
年
前
の
自
分
は
考
え
も
し

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。　
　
　       （
岡
﨑
記
）

作業センターふじなみの栽培ハウスの中で、
シャワーホースを使って水やりをしているの
は「ハウス部門」の中村 和武さん。
水やりは何のため？そして水をかけている
ブロックの正体は？
詳しくは本紙２頁で紹介します。
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「
摘
み
取
り
や
水
や
り
に
加
え
、
袋
の
ラ
ベ

ル
貼
り
、
計
量
、
袋
詰
め
ま
で
全
て
や
っ
て
く

れ
ま
す
。
し
か
も
一
つ
ひ
と
つ
の
作
業
が
正
確

で
丁
寧
な
の
で
、
き
く
ら
げ
生
産
に
は
無
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
で
す
」。と
信
頼
を
寄
せ
る
の

は
同
部
門
の
長
越
指
導
員
で
す
。

　
そ
の
欠
か
せ
な
い
水
や
り
作
業
を
一
日
に
何

度
も
行
っ
て
い
る
の
が
中
村
さ
ん
で
す
。
今
号

の
表
紙
写
真
の
よ
う
に
、
き
く
ら
げ
の
培
地
ブ

ロ
ッ
ク
一
つ
ひ
と
つ
に
シ
ャ
ワ
ー
ホ
ー
ス
を
使

っ
て
丹
念
に
水
を
か
け
て
い
く
こ
と
で
、
ブ
ロ

ッ
ク
は
常
に
湿
っ
た
状
態
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　
作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み
で
生
産
さ
れ
た

「
生
」
き
く
ら
げ
は
肉
厚
で
、「
乾
燥
」
き
く
ら

げ
と
は
一
線
を
画
す
食
感
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
ご

賞
味
く
だ
さ
い
！

　
昨
年
度
か
ら
作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み
で
は
、

そ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
「
菌
床
椎
茸
の
一

貫
生
産
」に
加
え
、「
生
き
く
ら
げ
の
一
貫
生
産
」

を
開
始
し
ま
し
た
。

　
椎
茸
生
産
の
た
め
に
整
備
さ
れ
た
栽
培
ハ
ウ

ス
等
の
設
備
や
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
椎

茸
栽
培
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
始
ま
っ
た
新

た
な
挑
戦
に
欠
か
せ
な
い
利
用
者
が
中
村
さ
ん

で
す
。

　
生
き
く
ら
げ
の
栽
培
ハ
ウ
ス
に
は
、
種
付
け

を
終
え
た
培
地
ブ
ロ
ッ
ク
が
ズ
ラ
リ
と
並
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。
同
じ
キ
ノ
コ
類
で
も
椎
茸
と
き

く
ら
げ
で
は
栽
培
方
法
に
少
し
違
い
が
あ
る
の

だ
そ
う
。「
き
く
ら
げ
は
椎
茸
に
比
べ
高
い
温
度

を
好
む
の
で
、
ハ
ウ
ス
内
の
室
温
を
３
℃
程
度

高
め
の
25
℃
前
後
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

乾
燥
を
嫌
う
の
で
水
や
り
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
」

と
話
す
の
は
、
ハ
ウ
ス
部
門
の
水
井
指
導
員
。

きくらげが顔をのぞかせる培地ブロックは、
水やりによって常に湿った状態が保たれています。

中村さんが摘み取った肉厚の「生きくらげ」。コリコリ食感がたまりません。

　
め
ひ
の
野
園
で
は
、「
利
用
者
さ
ん

の
好
き
な
こ
と
、
得
意
な
こ
と
、
出
来

る
こ
と
を
活
か
し
、
そ
れ
を
仕
事
に
つ

な
げ
て
い
く
」
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
支

援
を
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
続
け
る
う
ち

に
向
上
心
が
芽
生
え
、
日
々
の
仕
事
へ

の
意
欲
に
つ
な
が
っ
て
い
く
…
。

　
そ
ん
な
「
キ
ラ
リ
！
」
と
光
る
利
用

者
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
！

生
き
く
ら
げ
生
産
に
関
わ
る
ほ
と
ん
ど
の

工
程
を
こ
な
す
。今
回
の
職
人
は
人
呼
ん
で
、

き
く
ら
げ
生
産
の
万
能
選
手
で
す
！

め
ひ
の
の「
き
く
ら
げ
職
人
」で
す
。

今月の表紙の人

作業センターふじなみ

中村　和武さん

め
ひ
の

め
ひ
の

ビ
　ト

ビ
　ト

キキ
ララ
リリ
人人
！！
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暑
さ
が
苦
手
な
中
村
さ
ん
に
と
っ

て
、今
年
の
猛
暑
は
少
し
こ
た
え
た
そ

う
で
す
。

記・広
報
委
員
会
　
岡
﨑
　
秀
徳

ラベル貼りをする中村さん。

袋詰めされた生きくらげ。 生きくらげの摘み取りは丁寧に。

　
全
国
各
地
で
連
日
の
猛
暑
が
続
い
た

２
０
２
４
年
の
夏
。８
月
23
日（
金
）に

開
催
さ
れ
た「
め
ひ
の
野
園
夏
祭
り・
花

火
大
会
」も
厳
し
い
暑
さ
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
が
、そ
れ
で
も
会
場
に
は
地
域

か
ら
多
く
の
方
が
足
を
運
ん
で
く
だ
さ

り
、う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
も
忘
れ
る
よ

う
な
楽
し
い
夏
の
一
夜
に
な
り
ま
し
た
。

　
会
場
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、「
マ
ヒ
エ  

ホ

ア
ラ
ウ
ナ
」
の
皆
さ
ん
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
、
民

謡
歌
手
・
長
岡
す
み
子
さ
ん
の
歌
声
が
、
集
ま

っ
た
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　｢

地
域
と
の
共
生
」
を
目
指
し
、
長
年
開
催

し
て
き
た
夏
祭
り
。
利
用
者
と
地
域
の
皆
さ
ん

が
一
緒
に
な
っ
て
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
、

歌
声
に
合
わ
せ
て
輪
踊
り
を
踊
る
姿
を
見
る
と
、

地
域
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
の
を
感
じ
ま

し
た
。

　
模
擬
店
で
は
、
飛
騨
地
鶏
の
串
焼
き
や
唐
揚

げ
、
飛
騨
地
鶏
カ
レ
ー
に
朝
採
れ
椎
茸
と
い
っ

た
、
め
ひ
の
野
園
の
看
板
メ
ニ
ュ
ー
が
勢
揃
い

し
、
ど
れ
も
人
気
で
し
た
。

　
夏
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
の
は
恒
例
の

打
ち
上
げ
花
火
。
夜
空
を
彩
る
花
火
を
地
域
の

皆
さ
ん
と
見
上
げ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
夏
祭
り
・
花
火
大
会
の
開
催
に
当

た
り
、
多
く
の
ご
協
力
・
ご
厚
志
を
賜
り
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

歌声に合わせ輪踊りを楽しみました。 民謡歌手・長岡すみ子さんの歌声が会場を
魅了しました。

「マヒエ・ホアラウナ」の皆さんのフラダンス。

炭焼きの香りが食欲をそそる
「飛騨地鶏の串焼き」

夏の定番かき氷は子どもたちに大人気。

模
擬
店
も
大
盛
況
！

輪
踊
り
や
民
謡
を
地
域
の

皆
さ
ん
と
楽
し
み
ま
し
た
。

祭
り
の
熱
気
で
猛
暑
を

吹
き
飛
ば
そ
う
！
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「
摘
み
取
り
や
水
や
り
に
加
え
、
袋
の
ラ
ベ

ル
貼
り
、
計
量
、
袋
詰
め
ま
で
全
て
や
っ
て
く

れ
ま
す
。
し
か
も
一
つ
ひ
と
つ
の
作
業
が
正
確

で
丁
寧
な
の
で
、
き
く
ら
げ
生
産
に
は
無
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
で
す
」。と
信
頼
を
寄
せ
る
の

は
同
部
門
の
長
越
指
導
員
で
す
。
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な
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日
に
何
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。
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ら
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こ
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で
、
ブ
ロ

ッ
ク
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常
に
湿
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ま
す
。
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」
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乾
燥
」
き
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ら
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一
線
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す
。
ぜ
ひ
一
度
ご

賞
味
く
だ
さ
い
！

　
昨
年
度
か
ら
作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
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な
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で
は
、
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取
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組
ん
で
き
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「
菌
床
椎
茸
の
一

貫
生
産
」に
加
え
、「
生
き
く
ら
げ
の
一
貫
生
産
」

を
開
始
し
ま
し
た
。

　
椎
茸
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産
の
た
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整
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た
栽
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ハ
ウ
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等
の
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や
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
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き
た
椎

茸
栽
培
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
始
ま
っ
た
新

た
な
挑
戦
に
欠
か
せ
な
い
利
用
者
が
中
村
さ
ん

で
す
。

　
生
き
く
ら
げ
の
栽
培
ハ
ウ
ス
に
は
、
種
付
け

を
終
え
た
培
地
ブ
ロ
ッ
ク
が
ズ
ラ
リ
と
並
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。
同
じ
キ
ノ
コ
類
で
も
椎
茸
と
き

く
ら
げ
で
は
栽
培
方
法
に
少
し
違
い
が
あ
る
の

だ
そ
う
。「
き
く
ら
げ
は
椎
茸
に
比
べ
高
い
温
度

を
好
む
の
で
、
ハ
ウ
ス
内
の
室
温
を
３
℃
程
度

高
め
の
25
℃
前
後
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

乾
燥
を
嫌
う
の
で
水
や
り
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
」

と
話
す
の
は
、
ハ
ウ
ス
部
門
の
水
井
指
導
員
。

きくらげが顔をのぞかせる培地ブロックは、
水やりによって常に湿った状態が保たれています。

中村さんが摘み取った肉厚の「生きくらげ」。コリコリ食感がたまりません。

　
め
ひ
の
野
園
で
は
、「
利
用
者
さ
ん

の
好
き
な
こ
と
、
得
意
な
こ
と
、
出
来

る
こ
と
を
活
か
し
、
そ
れ
を
仕
事
に
つ

な
げ
て
い
く
」
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
支

援
を
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
好
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な
こ
と
を
続
け
る
う
ち

に
向
上
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が
芽
生
え
、
日
々
の
仕
事
へ

の
意
欲
に
つ
な
が
っ
て
い
く
…
。

　
そ
ん
な
「
キ
ラ
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！
」
と
光
る
利
用

者
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
！

生
き
く
ら
げ
生
産
に
関
わ
る
ほ
と
ん
ど
の

工
程
を
こ
な
す
。今
回
の
職
人
は
人
呼
ん
で
、

き
く
ら
げ
生
産
の
万
能
選
手
で
す
！

め
ひ
の
の「
き
く
ら
げ
職
人
」で
す
。

今月の表紙の人

作業センターふじなみ

中村　和武さん

め
ひ
の

め
ひ
の

ビ
　ト

ビ
　ト

キキ
ララ
リリ
人人
！！
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Ｑ
．
め
ひ
の
野
園
で
働
き
始
め
て
２
年
目
で
す

が
、
仕
事
に
は
慣
れ
ま
し
た
か
？

―
―

利
用
者
支
援
の
他
に
も
、
委
員
会
の
仕
事

や
雑
務
に
追
わ
れ
て
忙
し
い
毎
日
で
す
が
、
ぎ

り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で
何
と
か
頑
張
っ
て
い
ま
す

（
笑
）。

Ｑ
．
忙
し
い
中
、
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時

間
は
ど
う
切
り
替
え
て
い
ま
す
か
？

―
―
音
楽
が
好
き
で
、
仕
事
以
外
の
時
間
は

ず
っ
と
音
楽
を
聴
い
て
い
ま
す
。
音
楽
好
き
な

両
親
の
影
響
で
、
ロ
ッ
ク
系
の
バ
ン
ド
が
大
好

き
で
す
。
時
に
は
両
親
と
一
緒
に
旅
行
が
て
ら

の
ラ
イ
ブ
参
戦
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
一
人
で
カ
ラ
オ
ケ
に
行
く
の
も
趣
味

の
一
つ
で
、
当
直
明
け
の
日
に
よ
く
歌
い
に
行

き
ま
す
。
一
回
で
３
〜
５
時
間
ほ
ど
、
ひ
た
す

ら
好
き
な
バ
ン
ド
の
曲
を
歌
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
私
な
り
の
こ
だ
わ
り
で
す
が
、
当
直
明
け

の
疲
れ
で
何
も
し
な
い
で
い
る
と
、
そ
の
一
日

が
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う
気
が
す
る
の
で
、
多

少
無
理
し
て
で
も
歌
い
に
行
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
（
笑
）。
そ
し
て
最
近
は
父
親
か
ら
ベ
ー

ス
を
譲
っ
て
も
ら
い
、YouTube

を
見
な
が

ら
練
習
す
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
い
つ

か
重
厚
な
低
音
を
響
か
せ
た
い
で
す
ね
。

Ｑ
． 

昨
年
は
め
ひ
の
野
園
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
撮
影
に

参
加
し
、綺
麗
な
歌
声
で
園
歌
を
歌
い
上
げ
ま

し
た
ね
。

―
―
園
歌
は
当
園
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
な
が
ら
、
一

生
懸
命
練
習
し
て
覚
え
ま
し
た
。Ｋ
Ｎ
Ｂ（
北
日

本
放
送
）
社
屋
の
本
格
的
な
ス
タ
ジ
オ
で
の
録

音
で
し
た
が
、
普
段
は
出
来
な
い
よ
う
な
経
験

で
、
楽
し
く
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

Ｑ
． 

仕
事
で
も
音
楽
を
楽
し
む
機
会
は
あ
り
ま

す
か
？

―
―
春
の
苑
で
、
職
員
が
主
体
と
な
っ
て
行
っ

て
い
る
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア
」
で
は
、
色
々

な
音
楽
を
試
し
に
流
し
、
そ
れ
を
聴
い
た
利
用

者
さ
ん
の
反
応
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
時
に
は

自
分
も
一
緒
に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
今
後
の
展
望
は
？

―
―
以
前
は
日
中
活
動
で
利
用
者
さ
ん
と
一
緒

に
カ
ラ
オ
ケ
を
し
て
い
た
と
聞
き
ま
す
が
、
私

が
就
職
し
た
頃
は
コ
ロ
ナ
禍
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
日
中
活
動
で
利
用
者
さ
ん
と
カ
ラ
オ
ケ
を

す
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

自
分
の
好
き
な
曲
を
選
ぶ
こ
と
を
楽
し
ん
だ

り
、
大
き
な
声
で
歌
っ
て
気
持
ち
を
発
散
さ
せ

た
り
、
歌
え
た
こ
と
を
褒
め
ら
れ
た
り…

と
、

カ
ラ
オ
ケ
に
は
良
い
効
果
が
た
く
さ
ん
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
ん
な
カ
ラ
オ
ケ
の
時
間
を
再
開

さ
せ
て
、
音
楽
療
法
や
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア
の

よ
う
に
、
利
用
者
さ
ん
た
ち
が
存
分
に
音
楽
を

楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
時
間
を
増
や
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

プライベートで音楽を楽しむ時間（写真上）も、利用者支援の時間（写真左下）
も充実しています。当園のテレビCM制作で、本格的なスタジオで録音したのは
良い経験になりました（写真右下）。

あした
の

めひの

あした
の

めひの

　
い
つ
か
復
活
し
た
カ
ラ
オ
ケ
タ
イ
ム

に
参
加
し
て
み
た
い
！

記・広
報
委
員
会
　
柴
田
　
香
菜
江

高じた趣味を仕事に活かす
 「めひのの職員」紹介します！

( うさか寮生活介護事業所
　　「春の苑」生活支援員 )
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父親から譲り受けたベース。

　「奥飛騨温泉郷の『平湯温泉』には、めひの野園の
別荘がある」と聞くと驚かれる人もいるのではないでし
ょうか？今年も利用者の皆さんは豊かな自然に囲まれ
た山の家で夏を満喫してきました！

　
平
湯
温
泉
は
岐
阜
県
の
奥
飛
騨
温
泉
郷
の

中
で
も
古
い
歴
史
の
あ
る
温
泉
で
あ
り
、
豊

か
な
自
然
を
有
す
る
避
暑
地
と
し
て
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
に
め
ひ
の
野
園
の「
平
湯
山
の
家
」

が
建
て
ら
れ
た
の
は
今
か
ら
約
40
年
前
の

１
９
８
５
年
の
こ
と
。
そ
の
当
時
は
、
障
が

い
の
あ
る
人
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
宿
泊
施

設
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん

な
時
代
に
「
宿
泊
に
よ
る
自
立
訓
練
の
場
」

と
し
て
平
湯
山
の
家
が
建
て
ら
れ
、
そ
れ
か

ら
毎
年
当
園
の
利
用
者
が
宿
泊
し
、
楽
し
い

夏
の
思
い
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
全
員
が
一
度
に
宿
泊
す
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
が
、
「
せ
っ
か
く
の
山
の
家
を

利
用
者
に
楽
し
ま
せ
て
や
り
た
い
」
と
い
う

中
田
園
長
の
思
い
で
、
今
年
も
事
業
所
ご
と

で
数
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
山
の
家
を
訪
れ

て
い
ま
す
。

　
「
平
湯
山
の
家
」
が
建
て
ら
れ
た
当
初
は
、

「
い
つ
も
と
は
違
う
環
境
に
少
し
ず
つ
慣
れ
て

い
き
、
社
会
的
な
ル
ー
ル
を
身
に
着
け
、
や
が

て
は
一
般
の
宿
泊
施
設
を
利
用
し
た
旅
行
が
出

来
る
よ
う
に
」
と
い
う
「
段
階
的
支
援
」
の
目

的
が
あ
り
ま
し
た
。

　
時
を
経
て
、
今
で
は
障
が
い
の
あ
る
人
を
受

け
入
れ
て
く
れ
る
施
設
も
増
え
、
一
般
の
ホ
テ

ル
や
旅
館
で
の
宿
泊
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
大
自

然
の
中
で
思
う
存
分
温
泉
に
浸
か
っ
た
り
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
で
満
腹
に
な
っ
た
り
、
庭
で
花
火

を
楽
し
ん
だ
り…

そ
ん
な
非
日
常
の
楽
し
さ

や
、
み
ん
な
と
過
ご
す
「
平
湯
山
の
家
」
で
の

時
間
は
、
言
葉
で
は
表
せ
な
い
ほ
ど
の
体
験
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

新しくリニューアルした洗面所。

大自然に囲まれた岩風呂にゆっくり浸かって極楽気分。

これが「平湯山の家」。猛暑なんて忘れるほどの快適さ！

おやつの時間はホットケーキ作り。うまく返せるかな～？

夜は庭に出て花火を楽しみました。

平
湯
山
の
家
は
今
で
も

ボ
ク
ら
の
憩
い
の
場
。

　
40
年
前
に
建
て
ら
れ
た
平
湯
山
の
家
で
す
が
、

必
要
に
応
じ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
や
洗
面
所
な
ど
の
水

回
り
が
改
修
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
合
宿
に
参
加

し
た
利
用
者
か
ら
は
、「
洗
面
所
が
広
く
て
き

れ
い
に
な
っ
た
の
で
、
と
て
も
使
い
や
す
く
て

快
適
で
し
た
。
ま
た
平
湯
山
の
家
に
行
き
た
い

で
す
。」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

快
適
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

「
平
湯
山
の
家
」

奥
飛
騨
温
泉
郷
の
大
自
然
と

温
泉
を
満
喫
！

平湯山の家で

夏満喫！
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Ｑ
．
め
ひ
の
野
園
で
働
き
始
め
て
２
年
目
で
す

が
、
仕
事
に
は
慣
れ
ま
し
た
か
？

―
―

利
用
者
支
援
の
他
に
も
、
委
員
会
の
仕
事

や
雑
務
に
追
わ
れ
て
忙
し
い
毎
日
で
す
が
、
ぎ

り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で
何
と
か
頑
張
っ
て
い
ま
す

（
笑
）。

Ｑ
．
忙
し
い
中
、
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時

間
は
ど
う
切
り
替
え
て
い
ま
す
か
？

―
―
音
楽
が
好
き
で
、
仕
事
以
外
の
時
間
は

ず
っ
と
音
楽
を
聴
い
て
い
ま
す
。
音
楽
好
き
な

両
親
の
影
響
で
、
ロ
ッ
ク
系
の
バ
ン
ド
が
大
好

き
で
す
。
時
に
は
両
親
と
一
緒
に
旅
行
が
て
ら

の
ラ
イ
ブ
参
戦
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
一
人
で
カ
ラ
オ
ケ
に
行
く
の
も
趣
味

の
一
つ
で
、
当
直
明
け
の
日
に
よ
く
歌
い
に
行

き
ま
す
。
一
回
で
３
〜
５
時
間
ほ
ど
、
ひ
た
す

ら
好
き
な
バ
ン
ド
の
曲
を
歌
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
私
な
り
の
こ
だ
わ
り
で
す
が
、
当
直
明
け

の
疲
れ
で
何
も
し
な
い
で
い
る
と
、
そ
の
一
日

が
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う
気
が
す
る
の
で
、
多

少
無
理
し
て
で
も
歌
い
に
行
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
（
笑
）。
そ
し
て
最
近
は
父
親
か
ら
ベ
ー

ス
を
譲
っ
て
も
ら
い
、YouTube

を
見
な
が

ら
練
習
す
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
い
つ

か
重
厚
な
低
音
を
響
か
せ
た
い
で
す
ね
。

Ｑ
． 

昨
年
は
め
ひ
の
野
園
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
撮
影
に

参
加
し
、綺
麗
な
歌
声
で
園
歌
を
歌
い
上
げ
ま

し
た
ね
。

―
―
園
歌
は
当
園
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
な
が
ら
、
一

生
懸
命
練
習
し
て
覚
え
ま
し
た
。Ｋ
Ｎ
Ｂ（
北
日

本
放
送
）
社
屋
の
本
格
的
な
ス
タ
ジ
オ
で
の
録

音
で
し
た
が
、
普
段
は
出
来
な
い
よ
う
な
経
験

で
、
楽
し
く
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

Ｑ
． 

仕
事
で
も
音
楽
を
楽
し
む
機
会
は
あ
り
ま

す
か
？

―
―
春
の
苑
で
、
職
員
が
主
体
と
な
っ
て
行
っ

て
い
る
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア
」
で
は
、
色
々

な
音
楽
を
試
し
に
流
し
、
そ
れ
を
聴
い
た
利
用

者
さ
ん
の
反
応
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
時
に
は

自
分
も
一
緒
に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
今
後
の
展
望
は
？

―
―
以
前
は
日
中
活
動
で
利
用
者
さ
ん
と
一
緒

に
カ
ラ
オ
ケ
を
し
て
い
た
と
聞
き
ま
す
が
、
私

が
就
職
し
た
頃
は
コ
ロ
ナ
禍
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
日
中
活
動
で
利
用
者
さ
ん
と
カ
ラ
オ
ケ
を

す
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

自
分
の
好
き
な
曲
を
選
ぶ
こ
と
を
楽
し
ん
だ

り
、
大
き
な
声
で
歌
っ
て
気
持
ち
を
発
散
さ
せ

た
り
、
歌
え
た
こ
と
を
褒
め
ら
れ
た
り…

と
、

カ
ラ
オ
ケ
に
は
良
い
効
果
が
た
く
さ
ん
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
ん
な
カ
ラ
オ
ケ
の
時
間
を
再
開

さ
せ
て
、
音
楽
療
法
や
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア
の

よ
う
に
、
利
用
者
さ
ん
た
ち
が
存
分
に
音
楽
を

楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
時
間
を
増
や
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

プライベートで音楽を楽しむ時間（写真上）も、利用者支援の時間（写真左下）
も充実しています。当園のテレビCM制作で、本格的なスタジオで録音したのは
良い経験になりました（写真右下）。

あした
の

めひの

あした
の

めひの

　
い
つ
か
復
活
し
た
カ
ラ
オ
ケ
タ
イ
ム

に
参
加
し
て
み
た
い
！

記・広
報
委
員
会
　
柴
田
　
香
菜
江

高じた趣味を仕事に活かす
 「めひのの職員」紹介します！

( うさか寮生活介護事業所
　　「春の苑」生活支援員 )

Vol.32
父親から譲り受けたベース。

　「奥飛騨温泉郷の『平湯温泉』には、めひの野園の
別荘がある」と聞くと驚かれる人もいるのではないでし
ょうか？今年も利用者の皆さんは豊かな自然に囲まれ
た山の家で夏を満喫してきました！

　
平
湯
温
泉
は
岐
阜
県
の
奥
飛
騨
温
泉
郷
の

中
で
も
古
い
歴
史
の
あ
る
温
泉
で
あ
り
、
豊

か
な
自
然
を
有
す
る
避
暑
地
と
し
て
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
に
め
ひ
の
野
園
の「
平
湯
山
の
家
」

が
建
て
ら
れ
た
の
は
今
か
ら
約
40
年
前
の

１
９
８
５
年
の
こ
と
。
そ
の
当
時
は
、
障
が

い
の
あ
る
人
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
宿
泊
施

設
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん

な
時
代
に
「
宿
泊
に
よ
る
自
立
訓
練
の
場
」

と
し
て
平
湯
山
の
家
が
建
て
ら
れ
、
そ
れ
か

ら
毎
年
当
園
の
利
用
者
が
宿
泊
し
、
楽
し
い

夏
の
思
い
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
全
員
が
一
度
に
宿
泊
す
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
が
、
「
せ
っ
か
く
の
山
の
家
を

利
用
者
に
楽
し
ま
せ
て
や
り
た
い
」
と
い
う

中
田
園
長
の
思
い
で
、
今
年
も
事
業
所
ご
と

で
数
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
山
の
家
を
訪
れ

て
い
ま
す
。

　
「
平
湯
山
の
家
」
が
建
て
ら
れ
た
当
初
は
、

「
い
つ
も
と
は
違
う
環
境
に
少
し
ず
つ
慣
れ
て

い
き
、
社
会
的
な
ル
ー
ル
を
身
に
着
け
、
や
が

て
は
一
般
の
宿
泊
施
設
を
利
用
し
た
旅
行
が
出

来
る
よ
う
に
」
と
い
う
「
段
階
的
支
援
」
の
目

的
が
あ
り
ま
し
た
。

　
時
を
経
て
、
今
で
は
障
が
い
の
あ
る
人
を
受

け
入
れ
て
く
れ
る
施
設
も
増
え
、
一
般
の
ホ
テ

ル
や
旅
館
で
の
宿
泊
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
大
自

然
の
中
で
思
う
存
分
温
泉
に
浸
か
っ
た
り
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
で
満
腹
に
な
っ
た
り
、
庭
で
花
火

を
楽
し
ん
だ
り…

そ
ん
な
非
日
常
の
楽
し
さ

や
、
み
ん
な
と
過
ご
す
「
平
湯
山
の
家
」
で
の

時
間
は
、
言
葉
で
は
表
せ
な
い
ほ
ど
の
体
験
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

新しくリニューアルした洗面所。

大自然に囲まれた岩風呂にゆっくり浸かって極楽気分。

これが「平湯山の家」。猛暑なんて忘れるほどの快適さ！

おやつの時間はホットケーキ作り。うまく返せるかな～？

夜は庭に出て花火を楽しみました。

平
湯
山
の
家
は
今
で
も

ボ
ク
ら
の
憩
い
の
場
。

　
40
年
前
に
建
て
ら
れ
た
平
湯
山
の
家
で
す
が
、

必
要
に
応
じ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
や
洗
面
所
な
ど
の
水

回
り
が
改
修
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
合
宿
に
参
加

し
た
利
用
者
か
ら
は
、「
洗
面
所
が
広
く
て
き

れ
い
に
な
っ
た
の
で
、
と
て
も
使
い
や
す
く
て

快
適
で
し
た
。
ま
た
平
湯
山
の
家
に
行
き
た
い

で
す
。」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

快
適
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

「
平
湯
山
の
家
」

奥
飛
騨
温
泉
郷
の
大
自
然
と

温
泉
を
満
喫
！

平湯山の家で

夏満喫！
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最
終
戦
は
ま
さ
か
の
結
末
！

最
終
戦
は
ま
さ
か
の
結
末
！

強
敵
相
手
に
善
戦
！

強
敵
相
手
に
善
戦
！

めひのスポーツめひのスポーツ

相
手
チ
ー
ム
名

結
果

武
内
ク
ラ
ブ（
北
朝
）

バ
ブ
リ
ン
ズ（
呉
）

パ
ル
マ
ラ
ッ
ト（
呉
）

射
水
野
球
団（
呉
）

相
手
チ
ー
ム
名

結
果

日
時

日
時

焼
肉
慶（
呉
）

富
山
ダ
イ
ハ
ツ
Ｂ
Ｃ（
理
）

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ（
呉
）

ア
ニ
マ
ル
ズ（
呉
）

室澤主将の豪快なバッティング。

攻守でチームを支えた保木選手の鋭いスウィング。

　
猛
暑
の
中
、
選
手
た
ち

の「
熱
」い
戦
い
が
続
い
た

２
０
２
４
年
シ
ー
ズ
ン
。

　
め
ひ
の
野
園
野
球
部
の

今
シ
ー
ズ
ン
を
振
り
返
り
、

熱
戦
の
数
々
を
紹
介
す
る
。

●
３-４

○
１６-１

○
１６-０

○
１３-１

●
５-９

●
１-６

○
８-７

●
５-７

　
私
は
中
学
、
高
校
、
大
学
と
野
球
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
野
球
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
学
び
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
も
高
校
時
代
の
監
督
か
ら
は
多
く
の
事

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

監
督
は
、
野
球
に
対
し
て

は
と
て
も
厳
し
く
、
練
習
で
は
誰
よ
り
も
大
き
な
声
を

出
し
て
指
導
し
て
く
だ
さ
る
熱
心
な
監
督
で
し
た
。
ま

た
、
野
球
以
外
の
日
常
生
活
に
つ
い
て
も
と
て
も
厳
し

く
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
特
に
厳
し
か
っ
た
の
は

「
挨
拶
、
敬
語
、
礼
儀
」
に
つ
い
て
で
す
。

・
挨
拶
は
、
相
手
に
聞
こ
え
な
い
と
挨
拶
で
は
な
い
。 

・
敬
語
を
使
え
な
い
と
社
会
に
出
て
か
ら
恥
を
か
く
。 

・
礼
儀
の
基
本
は
「
あ
り
が
と
う
」。
常
に
相
手
の
気
持

ち
を
考
え
ろ
。 

　
社
会
に
出
た
今
、
監
督
に
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
こ

れ
ら
全
て
が
大
切
な
事
だ
と
改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

遠
方
に
お
住
ま
い
で
、
な
か
な
か
会
い
に
行
け
ま
せ
ん
が

「
野
球
以
外
の
事
も
た
く
さ
ん
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
で
す
。

　
休
日
に
な
る
と
、
息
子
と
サ
ッ
カ
ー
観
戦
に
行
く
の
が

楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
息
子
が
、
野
球
で
は
な
く
、
サ
ッ

カ
ー
が
大
好
き
に
な
っ
た
の
は
少
し
残
念
で
は
あ
り
ま
す

が…

。
　
今
の
自
分
が
あ
る
の
は
、
家
族
や
支
え
て
く
れ
る
方
々

が
い
る
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
監
督
か
ら
教
わ
っ
た

「
日
々
あ
り
が
と
う
の
感
謝
の
気
持
ち
」
を
忘
れ
ず
、
一

日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

ウォーム・ワークやぶなみ

めひの野園職員の
雑感コーナー

職業指導員 花崎  良昭

　
４
月
20
日
、
や
ね
の
う
え
の
ガ
チ
ョ
ウ

は
開
店
16
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
こ
数
年
は
周
年
セ
ー
ル
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
今
年
は
何
か
記
念

に
な
る
こ
と
を
や
ろ
う
！
」
と
、
生
活

情
報
誌「
富
山
情
報
」と
の
共
同
企
画
で
、

当
店
の
人
気
商
品
で
あ
る
「
ど
う
ぶ
つ

メ
ロン
パン
」の
人
気
投
票
を
行
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
栄
冠
は
ど
の
動
物
に
輝
い
た

の
か
⁉

　
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
選
挙
の
応
募
総
数

は
１
６
０
件
を
超
え
ま
し
た
。

　
そ
し
て
そ
の
結
果
は
、
１
位
ウ
サ
ギ
（
25

票
）、
２
位
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
（
16
票
）、
３
位
カ

エ
ル
・
ト
ラ
（
同
数
14
票
）
で
し
た
。

 

　
投
票
と
同
時
に
、
や
ね
の
う
え
の
ガ
チ
ョ

ウ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
回
答
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。「
ネ
コ
の
パ
ン
を
つ
く
っ
て

ほ
し
い
」「
富
山
ら
し
い
パ
ン
が
あ
る
と
良
い

と
思
い
ま
す
」
と
い
っ
た
新
商
品
の
リ
ク
エ

ス
ト
や
、「
障
害
者
が
や
ね
の
う
え
の
ガ
チ
ョ

ウ
で
働
く
こ
と
に
誇
り
を
も
て
る
よ
う
な
施

設
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
」「
障
害
者
の
方
が

働
い
て
い
る
の
を
授
業
で
知
り
、
買
っ
て
み

ま
し
た
」
と
い
っ
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
で
あ
る
こ
と
に
対
す
る
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
等
々
、
温
か
い
お
言
葉
や
ご
提
案
を
た
く

さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
を

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
も
っ
と
地
域
の

皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
お
店
に
な
る
よ
う
、
利

用
者
・
職
員
一
同
頑
張
り
ま
す
。

めひの

NEWS!

やねのうえのガチョウ

　　開店16周年記念
「どうぶつメロンパン」総選挙！
人気ナンバーワンは誰の手に？

　
投
票
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
当
店
ス

タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
も
上
が
り

ま
し
た
。

記・広
報
委
員
会
　
長
谷
川
　
彩
香

1位  ウサギ
３位  カエル（同数）

３位  トラ（同数）

　
め
ひ
の
野
園
野
球
部
は
、４
月
20
日

㈯
に
開
幕
し
た
北
日
本
新
聞
朝
間
野

球
第
68
回
富
山
市
大
会
に
出
場
し
た
。

▽
1
回
戦
（
市
民
球
場
サ
ブ
）

め
ひ
の
野
園

　
　
２
０
０
０
１
　
３

　
　
２
２
０
０
×
　
４

武
内
ク
ラ
ブ

（
め
）
中
塩
、
河
合
―
保
木

（
武
）
坂
本
―
東

▽
二
塁
打   

保
木
、水
井
、中
塩（
め
）

　
め
ひ
の
野
園
は
初
回
、
保
木
の
適

時
打
で
２
点
を
先
制
し
た
も
の
の
そ

の
後
逆
転
を
許
す
。
そ
の
後
１
点
差

に
詰
め
寄
る
も
相
手
投
手
を
打
ち
あ

ぐ
ね
、
逆
転
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

熱熱
闘闘
いい

いい！！

め
ひ
の

め
ひ
の
野球部野球部

北
日
本
新
聞
朝
間
野
球

北
日
本
新
聞
朝
間
野
球

▽
第
一
戦
（
呉
羽
運
動
広
場
）

バ
ブ
リ
ン
ズ
　

　
　
０
０
０
１
０
　
１

　
　
３
４
５
４
×
　
16

め
ひ
の
野
園

（
バ
）
萩
野
―
織
田

（
め
）
河
合
、
水
井
―
保
木

▽
本
塁
打
　
室
澤
（
め
）

▽
三
塁
打
　
河
合
、
中
塩（
め
）

▽
二
塁
打
　
中
塩（
め
）  

矢
後（
バ
）

　
め
ひ
の
野
園
は
中
塩
の
適
時
打
で

先
制
。
そ
の
後
も
中
塩
の
二
塁
打
、

室
澤
の
本
塁
打
で
得
点
を
重
ね
た
。

投
げ
て
は
河
合
、
水
井
の
投
手
リ
レ

ー
で
相
手
を
最
少
得
点
に
抑
え
た
。

▽
第
四
戦
（
県
立
大
）

め
ひ
の
野
園

　
　
０
０
０
１
０
０
　
１

　
　
０
０
１
３
２
×
　
６

焼
肉
慶

（
め
）
河
合
―
保
木

（
慶
）
西
―
田
島

▽
本
塁
打
　
金
田
、 

西
、 

田
中（
慶
）

　
序
盤
は
投
手
戦
を
予
感
さ
せ
る
展

開
だ
っ
た
が
、
３
回
の
金
田
（
慶
）

の
本
塁
打
で
均
衡
が
破
れ
、
そ
の
後

も
２
本
塁
打
で
追
加
点
を
許
し
、
悔

し
い
敗
戦
と
な
っ
た
。

▽
第
三
戦
（
呉
羽
運
動
広
場
）

射
水
野
球
団

　
　
１
０
０
０
０
　
１

　
　
12
１
０
０
Ｘ
　
13
　

め
ひ
の
野
園

（
め
）
河
合
、
中
塩
―
水
井

（
射
）
大
野
―
砂
原

▽
本
塁
打
　
広
瀬
（
め
）

▽
二
塁
打
　
恒
田
、
大
野
（
射
）

　
中
塩
、
久
郷
（
め
）

　
監
督
不
在
の
試
合
で
不
安
を
抱
え

な
が
ら
試
合
に
臨
ん
だ
め
ひ
の
ナ
イ

ン
で
あ
っ
た
が
、
蓋
を
開
け
て
み
れ

ば
打
線
が
爆
発
。
大
差
を
つ
け
て
の

勝
利
と
な
っ
た
。

▽
第
五
戦
（
県
立
大
）

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ

　
　
１
０
６
０
０
　
７

　
　
０
１
２
５
Ｘ
　
８

め
ひ
の
野
園

（
Ｏ
）
川
崎
、
本
田
―
谷
川

（
め
）
河
合
、
水
井
―
水
井
、
保
木

▽
本
塁
打
　
近
藤
（
Ｏ
）

▽
三
塁
打
　
近
藤（
Ｏ
）  

室
澤（
め
）

▽
二
塁
打
　
室
澤
（
め
）

　
４
点
を
追
う
め
ひ
の
野
園
は
４
回
、

四
球
と
失
策
で
満
塁
と
す
る
と
、
室

澤
の
走
者
一
掃
の
三
塁
打
が
飛
び
出

す
。
そ
の
後
逆
転
に
成
功
す
る
と
そ

の
ま
ま
一
点
差
で
逃
げ
切
っ
た
。

▽
第
六
戦
（
県
立
大
）

め
ひ
の
野
園

　
　
１
１
１
２
０
　
５

　
　
１
３
０
３
Ｘ
　
７

ア
ニ
マ
ル
ズ

（
め
）
中
塩
―
保
木

（
ア
）
青
井
―
村
口

▽
本
塁
打
　
水
井
（
め
）
青
井
、
村
口

（
ア
）

▽
三
塁
打
　
山
橋
（
め
）

▽
二
塁
打
　
中
田
（
ア
）

　
め
ひ
の
野
園
は
初
回
、
水
井
の
本
塁

打
で
先
制
。
そ
の
後
は
互
い
に
点
を
取

り
合
う
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
に
。
試
合
は

め
ひ
の
野
園
が
1
点
リ
ー
ド
で
迎
え
た

四
回
、
村
口
（
ア
）
が
放
っ
た
逆
転
本

塁
打
が
決
勝
点
と
な
っ
た
。

悔
し
い
Ｖ
逸…

悔
し
い
Ｖ
逸…

リ
ー
グ
結
果
３
位

リ
ー
グ
結
果
３
位

熱
戦
が
続
い
た

呉
羽
リ
ー
グ

熱
戦
が
続
い
た

呉
羽
リ
ー
グ

め
ひ
の
野
園
野
球
部
２
０
２
４
年
度
シ
ー
ズ
ン
成
績
表
（
９
月
20
日
現
在
）

※ 

(北
朝
)…
北
日
本
新
聞
朝
刊
野
球   

(呉
)…
呉
羽
リ
ー
グ   

(理
)…
富
山
野
球
協
会
理
事
長
杯

7
21

8
18

8
25

9
15

5
11

5
19

6
9

6
30

２位  ハリネズミ
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最
終
戦
は
ま
さ
か
の
結
末
！

最
終
戦
は
ま
さ
か
の
結
末
！

強
敵
相
手
に
善
戦
！

強
敵
相
手
に
善
戦
！

めひのスポーツめひのスポーツ

相
手
チ
ー
ム
名

結
果

武
内
ク
ラ
ブ（
北
朝
）

バ
ブ
リ
ン
ズ（
呉
）

パ
ル
マ
ラ
ッ
ト（
呉
）

射
水
野
球
団（
呉
）

相
手
チ
ー
ム
名

結
果

日
時

日
時

焼
肉
慶（
呉
）

富
山
ダ
イ
ハ
ツ
Ｂ
Ｃ（
理
）

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ（
呉
）

ア
ニ
マ
ル
ズ（
呉
）

室澤主将の豪快なバッティング。

攻守でチームを支えた保木選手の鋭いスウィング。

　
猛
暑
の
中
、
選
手
た
ち

の「
熱
」い
戦
い
が
続
い
た

２
０
２
４
年
シ
ー
ズ
ン
。

　
め
ひ
の
野
園
野
球
部
の

今
シ
ー
ズ
ン
を
振
り
返
り
、

熱
戦
の
数
々
を
紹
介
す
る
。

●
３-４

○
１６-１

○
１６-０

○
１３-１

●
５-９

●
１-６

○
８-７

●
５-７

　
私
は
中
学
、
高
校
、
大
学
と
野
球
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
野
球
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
学
び
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
も
高
校
時
代
の
監
督
か
ら
は
多
く
の
事

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

監
督
は
、
野
球
に
対
し
て

は
と
て
も
厳
し
く
、
練
習
で
は
誰
よ
り
も
大
き
な
声
を

出
し
て
指
導
し
て
く
だ
さ
る
熱
心
な
監
督
で
し
た
。
ま

た
、
野
球
以
外
の
日
常
生
活
に
つ
い
て
も
と
て
も
厳
し

く
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
特
に
厳
し
か
っ
た
の
は

「
挨
拶
、
敬
語
、
礼
儀
」
に
つ
い
て
で
す
。

・
挨
拶
は
、
相
手
に
聞
こ
え
な
い
と
挨
拶
で
は
な
い
。 

・
敬
語
を
使
え
な
い
と
社
会
に
出
て
か
ら
恥
を
か
く
。 

・
礼
儀
の
基
本
は
「
あ
り
が
と
う
」。
常
に
相
手
の
気
持

ち
を
考
え
ろ
。 

　
社
会
に
出
た
今
、
監
督
に
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
こ

れ
ら
全
て
が
大
切
な
事
だ
と
改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

遠
方
に
お
住
ま
い
で
、
な
か
な
か
会
い
に
行
け
ま
せ
ん
が

「
野
球
以
外
の
事
も
た
く
さ
ん
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
で
す
。

　
休
日
に
な
る
と
、
息
子
と
サ
ッ
カ
ー
観
戦
に
行
く
の
が

楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
息
子
が
、
野
球
で
は
な
く
、
サ
ッ

カ
ー
が
大
好
き
に
な
っ
た
の
は
少
し
残
念
で
は
あ
り
ま
す

が…

。
　
今
の
自
分
が
あ
る
の
は
、
家
族
や
支
え
て
く
れ
る
方
々

が
い
る
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
監
督
か
ら
教
わ
っ
た

「
日
々
あ
り
が
と
う
の
感
謝
の
気
持
ち
」
を
忘
れ
ず
、
一

日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

ウォーム・ワークやぶなみ

めひの野園職員の
雑感コーナー

職業指導員 花崎  良昭

　
４
月
20
日
、
や
ね
の
う
え
の
ガ
チ
ョ
ウ

は
開
店
16
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
こ
数
年
は
周
年
セ
ー
ル
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
今
年
は
何
か
記
念

に
な
る
こ
と
を
や
ろ
う
！
」
と
、
生
活

情
報
誌「
富
山
情
報
」と
の
共
同
企
画
で
、

当
店
の
人
気
商
品
で
あ
る
「
ど
う
ぶ
つ

メ
ロン
パン
」の
人
気
投
票
を
行
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
栄
冠
は
ど
の
動
物
に
輝
い
た

の
か
⁉

　
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
選
挙
の
応
募
総
数

は
１
６
０
件
を
超
え
ま
し
た
。

　
そ
し
て
そ
の
結
果
は
、
１
位
ウ
サ
ギ
（
25

票
）、
２
位
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
（
16
票
）、
３
位
カ

エ
ル
・
ト
ラ
（
同
数
14
票
）
で
し
た
。

 

　
投
票
と
同
時
に
、
や
ね
の
う
え
の
ガ
チ
ョ

ウ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
回
答
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。「
ネ
コ
の
パ
ン
を
つ
く
っ
て

ほ
し
い
」「
富
山
ら
し
い
パ
ン
が
あ
る
と
良
い

と
思
い
ま
す
」
と
い
っ
た
新
商
品
の
リ
ク
エ

ス
ト
や
、「
障
害
者
が
や
ね
の
う
え
の
ガ
チ
ョ

ウ
で
働
く
こ
と
に
誇
り
を
も
て
る
よ
う
な
施

設
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
」「
障
害
者
の
方
が

働
い
て
い
る
の
を
授
業
で
知
り
、
買
っ
て
み

ま
し
た
」
と
い
っ
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
で
あ
る
こ
と
に
対
す
る
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
等
々
、
温
か
い
お
言
葉
や
ご
提
案
を
た
く

さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
を

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
も
っ
と
地
域
の

皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
お
店
に
な
る
よ
う
、
利

用
者
・
職
員
一
同
頑
張
り
ま
す
。

めひの

NEWS!

やねのうえのガチョウ

　　開店16周年記念
「どうぶつメロンパン」総選挙！
人気ナンバーワンは誰の手に？

　
投
票
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
当
店
ス

タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
も
上
が
り

ま
し
た
。

記・広
報
委
員
会
　
長
谷
川
　
彩
香

1位  ウサギ
３位  カエル（同数）

３位  トラ（同数）

　
め
ひ
の
野
園
野
球
部
は
、４
月
20
日

㈯
に
開
幕
し
た
北
日
本
新
聞
朝
間
野

球
第
68
回
富
山
市
大
会
に
出
場
し
た
。

▽
1
回
戦
（
市
民
球
場
サ
ブ
）

め
ひ
の
野
園

　
　
２
０
０
０
１
　
３

　
　
２
２
０
０
×
　
４

武
内
ク
ラ
ブ

（
め
）
中
塩
、
河
合
―
保
木

（
武
）
坂
本
―
東

▽
二
塁
打   

保
木
、水
井
、中
塩（
め
）

　
め
ひ
の
野
園
は
初
回
、
保
木
の
適

時
打
で
２
点
を
先
制
し
た
も
の
の
そ

の
後
逆
転
を
許
す
。
そ
の
後
１
点
差

に
詰
め
寄
る
も
相
手
投
手
を
打
ち
あ

ぐ
ね
、
逆
転
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

熱熱
闘闘
いい

いい！！

め
ひ
の

め
ひ
の
野球部野球部

北
日
本
新
聞
朝
間
野
球

北
日
本
新
聞
朝
間
野
球

▽
第
一
戦
（
呉
羽
運
動
広
場
）

バ
ブ
リ
ン
ズ
　

　
　
０
０
０
１
０
　
１

　
　
３
４
５
４
×
　
16

め
ひ
の
野
園

（
バ
）
萩
野
―
織
田

（
め
）
河
合
、
水
井
―
保
木

▽
本
塁
打
　
室
澤
（
め
）

▽
三
塁
打
　
河
合
、
中
塩（
め
）

▽
二
塁
打
　
中
塩（
め
）  

矢
後（
バ
）

　
め
ひ
の
野
園
は
中
塩
の
適
時
打
で

先
制
。
そ
の
後
も
中
塩
の
二
塁
打
、

室
澤
の
本
塁
打
で
得
点
を
重
ね
た
。

投
げ
て
は
河
合
、
水
井
の
投
手
リ
レ

ー
で
相
手
を
最
少
得
点
に
抑
え
た
。

▽
第
四
戦
（
県
立
大
）

め
ひ
の
野
園

　
　
０
０
０
１
０
０
　
１

　
　
０
０
１
３
２
×
　
６

焼
肉
慶

（
め
）
河
合
―
保
木

（
慶
）
西
―
田
島

▽
本
塁
打
　
金
田
、 

西
、 

田
中（
慶
）

　
序
盤
は
投
手
戦
を
予
感
さ
せ
る
展

開
だ
っ
た
が
、
３
回
の
金
田
（
慶
）

の
本
塁
打
で
均
衡
が
破
れ
、
そ
の
後

も
２
本
塁
打
で
追
加
点
を
許
し
、
悔

し
い
敗
戦
と
な
っ
た
。

▽
第
三
戦
（
呉
羽
運
動
広
場
）

射
水
野
球
団

　
　
１
０
０
０
０
　
１

　
　
12
１
０
０
Ｘ
　
13
　

め
ひ
の
野
園

（
め
）
河
合
、
中
塩
―
水
井

（
射
）
大
野
―
砂
原

▽
本
塁
打
　
広
瀬
（
め
）

▽
二
塁
打
　
恒
田
、
大
野
（
射
）

　
中
塩
、
久
郷
（
め
）

　
監
督
不
在
の
試
合
で
不
安
を
抱
え

な
が
ら
試
合
に
臨
ん
だ
め
ひ
の
ナ
イ

ン
で
あ
っ
た
が
、
蓋
を
開
け
て
み
れ

ば
打
線
が
爆
発
。
大
差
を
つ
け
て
の

勝
利
と
な
っ
た
。

▽
第
五
戦
（
県
立
大
）

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ

　
　
１
０
６
０
０
　
７

　
　
０
１
２
５
Ｘ
　
８

め
ひ
の
野
園

（
Ｏ
）
川
崎
、
本
田
―
谷
川

（
め
）
河
合
、
水
井
―
水
井
、
保
木

▽
本
塁
打
　
近
藤
（
Ｏ
）

▽
三
塁
打
　
近
藤（
Ｏ
）  

室
澤（
め
）

▽
二
塁
打
　
室
澤
（
め
）

　
４
点
を
追
う
め
ひ
の
野
園
は
４
回
、

四
球
と
失
策
で
満
塁
と
す
る
と
、
室

澤
の
走
者
一
掃
の
三
塁
打
が
飛
び
出

す
。
そ
の
後
逆
転
に
成
功
す
る
と
そ

の
ま
ま
一
点
差
で
逃
げ
切
っ
た
。

▽
第
六
戦
（
県
立
大
）

め
ひ
の
野
園

　
　
１
１
１
２
０
　
５

　
　
１
３
０
３
Ｘ
　
７

ア
ニ
マ
ル
ズ

（
め
）
中
塩
―
保
木

（
ア
）
青
井
―
村
口

▽
本
塁
打
　
水
井
（
め
）
青
井
、
村
口

（
ア
）

▽
三
塁
打
　
山
橋
（
め
）

▽
二
塁
打
　
中
田
（
ア
）

　
め
ひ
の
野
園
は
初
回
、
水
井
の
本
塁

打
で
先
制
。
そ
の
後
は
互
い
に
点
を
取

り
合
う
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
に
。
試
合
は

め
ひ
の
野
園
が
1
点
リ
ー
ド
で
迎
え
た

四
回
、
村
口
（
ア
）
が
放
っ
た
逆
転
本

塁
打
が
決
勝
点
と
な
っ
た
。

悔
し
い
Ｖ
逸…

悔
し
い
Ｖ
逸…

リ
ー
グ
結
果
３
位

リ
ー
グ
結
果
３
位

熱
戦
が
続
い
た

呉
羽
リ
ー
グ

熱
戦
が
続
い
た

呉
羽
リ
ー
グ

め
ひ
の
野
園
野
球
部
２
０
２
４
年
度
シ
ー
ズ
ン
成
績
表
（
９
月
20
日
現
在
）

※ 

(北
朝
)…
北
日
本
新
聞
朝
刊
野
球   

(呉
)…
呉
羽
リ
ー
グ   

(理
)…
富
山
野
球
協
会
理
事
長
杯

7
21

8
18

8
25

9
15

5
11

5
19

6
9

6
30

２位  ハリネズミ
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（
２
０
２
４・５・17
〜
２
０
２
４・９・16
）敬
称
略

佐
藤
理
容
院
 

富
山
市

廣
　
田
　
美
千
代
 

富
山
市

㈱
ユ
ニ
オ
ン
ラ
ン
チ
 

富
山
市

㈱
流
通
産
業
 

中
新
川
郡

㈲
サ
ン・ア
ル
ス
ア
 

富
山
市

㈲
三
和
防
災
工
業
 

中
新
川
郡

㈲
北
陸
白
ア
リ
 

富
山
市

㈱
イ
ズ
ミ
 

富
山
市

日
本
空
調
北
陸
㈱
 

富
山
市

北
陸
フ
ジ
ク
リ
ー
ン
㈱
 

富
山
市

富
山
福
祉
短
期
大
学
 

射
水
市

ト
ナ
ミ
商
事
㈱
 

富
山
市

㈱
奥
野
工
務
店
 

岐
阜
県
飛
騨
市

中
央
管
機
カ
ク
ユ
ー
㈱
 

富
山
市

㈲
坂
東
設
備
 

射
水
市

北
陸
銀
行 

呉
羽
支
店
 

富
山
市

㈲
小
林
有
機
 

射
水
市

サ
カ
ヰ
産
業
㈱
 

富
山
市

高
栁
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
 

富
山
市

山
口
書
店
 

富
山
市

㈲
フ
ォレ
ス
ト
ス
ペ
ー
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
 

 

富
山
市

㈱
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
北
陸 

高
岡
営
業
所
 

 

射
水
市

北
陸
砂
糖
㈱
 

富
山
市

㈱
鈴
木
一
級
建
築
士
事
務
所
 
富
山
市

北
陸
綜
合
警
備
保
障
㈱ 

富
山
支
社
 

 

富
山
市

宮
本
内
科・外
科・胃
腸
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

富
山
市

山
口
㈱
 

富
山
市

Ｕ
Ｒ
Ｓ
ジ
ャ
パン
㈱
 

富
山
市

㈱
デ
ィ
ラ
イ
フ
 

富
山
市

松
　
岡
　
道
　
子
 

富
山
市

岡
　
﨑
　
秀
　
徳
 

富
山
市

堀
　
　
　
甚
　
一
 

富
山
市

杉
　
木
　
　
　
隆
 

富
山
市

田
　
中
　
　
　
勉
 

富
山
市

赤
　
壁
　
由
　
貴
 

射
水
市

八
　
川
　
鐵
　
夫
 

富
山
市

山
　
本
　
真
紀
子
 

射
水
市

黒
　
瀬
　
薫
　
乃
 

富
山
市

石
　
野
　
和
　
夫
 

富
山
市

山
　
口
　
秀
　
了
 

富
山
市

武
　
　
　
　
　
長
 

富
山
市

㈱
淀
川
ラ
ン
ド
リ
ー
 

富
山
市

飯
　
　
　
憲
　
介
 

富
山
市

大
　
坪
　
弘
　
明
 

富
山
市

㈲
タ
イ
セ
イ
ツ
ア
ー
ズ
 

富
山
市

福
　
田
　
知
　
行
 

富
山
市

松
　
本
　
　
　
隆
 

富
山
市

北
陸
銀
行 

呉
羽
支
店
 

富
山
市

丸
　
亀
　
洋
　
子
 

岐
阜
県
飛
騨
市

野
　
上
　
郁
　
子
 

富
山
市

田
　
中
　
晴
　
夫
 

富
山
市

田
　
中
　
碩
　
子
 

富
山
市

中
　
田
　
　
　
匡
 

富
山
市

出
　
口
　
陽
　
子
 

富
山
市

馬
　
場
　
裕
　
子
 

射
水
市

池
　
原
　
律
　
子
 

射
水
市

栗
　
原
　
由
　
枝
 

埼
玉
県
北
本
市

池
　
原
　
喜
代
子
 

射
水
市

小
　
川
　
敏
　
朗
 

富
山
市

堀
　
越
　
信
　
雄
 

富
山
市

徳
　
中
　
信
　
春
 

射
水
市

鍋
　
島
　
朋
　
子
 

下
新
川
郡

㈱
丸
協
 

富
山
市

中
　
口
　
智
　
子
 

南
砺
市

亀
　
山
　
由
貴
子
 

富
山
市

亀
　
山
　
知
　
己
 

富
山
市

髙
　
嶋
　
栄
　
子
 

富
山
市

春
　
山
　
美
津
子
 

富
山
市

竹
　
部
　
昭
　
子
 

高
岡
市

神
　
戸
　
多
仁
子
 

滋
賀
県
大
津
市

加
　
門
　
　
　
明
 

富
山
市

寄
付
金
振
込
口
座
番
号

　
北
陸
銀
行
呉
羽
支
店
　
店
番
号
120

　
普
通
預
金
６
０
７
７
２
３
０

　
社
会
福
祉
法
人
　
め
ひ
の
野
園

（
２
０
２
４・５・17
〜
２
０
２
４・９・16
）敬
称
略

特集特集

め
ひ
の
野
園
で
頑
張
る
利
用
者
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

め
ひ
の
野
園
で
頑
張
る
利
用
者
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

多
機
能
型（
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
・
就
労
移
行
支
援
）事
業
所

多
機
能
型（
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
・
就
労
移
行
支
援
）事
業
所

作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み

作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み

ハ
ウ
ス
部
門 

中
村 

和
武
さ
ん

ハ
ウ
ス
部
門 

中
村 

和
武
さ
ん

め
ひ
の
キ
ラ
リ
！
人

め
ひ
の
キ
ラ
リ
！
人

（
２
０
２
４・５・17
〜
２
０
２
４・９・13
）敬
称
略

呉
羽
山
観
光
協
会
 

阿
部
　
義
博

㈱
宝
来
 

勘
坂
　
文
雄

㈱
サ
イ
ン・サ
ポ
ー
ト
 

岡
田
　
啓
子

北
陸
銀
行 

呉
羽
支
店
 
谷
川
　
　
崇

 

橋
本
　
　
譲・橋
川
　
奈
央

㈲
北
陸
白
ア
リ
 

柳
原
　
和
夫

㈱
ほ
く
た
い 

東
京
支
店
 
竹
山
修
一
郎

 

芦
田
　
菜
緒

㈱
浪
速
電
機
工
業
所
 

草
野
　
久
志

北
陸
電
力
ビ
ズ・エ
ナ
ジ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョン
㈱
 

 

塚
本
　
翔
午・鈴
木
　
　
誠

キ
ャ
ノ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
ジ
ャ
パン
㈱

 

土
地
　
優
子

ダ
イ
キ
ン
工
業
㈱ 

富
山
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョン

 

屋
喜
　
恭
輔

富
山
短
期
大
学
 

関
　
　
好
博

サ
カ
ヰ
産
業
㈱
 

坂
田
　
　
亮

 

吉
田
　
和
哲

㈱
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
北
陸 

高
岡
営
業
所

 

安
川
　
和
重

北
銀
リ
ー
ス
㈱
 

生
水
　
邦
明

日
本
テ
ク
ノ
㈱
 

渡
邊
　
亮
太

富
山
県
火
災
共
済
協
同
組
合
 長
森
　
智
昭

㈱
ト
ヤ
マ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
 小
室
　
浩
介

 

渡
辺
　
貴
太

富
山
市
福
祉
保
健
部
指
導
監
査
課
 

 

西
田
　
清
和

農
林
水
産
省
北
陸
農
政
局

富
山
県
拠
点
地
方
参
事
官
室
 

 

定
塚
　
昌
之・中
井
　
敬
一

㈱
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
 

千
谷
　
武

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会 

富
山
県
本
部

 

中
山
　
綾
佳

富
山
市
花
ノ
木
自
治
会
 
岡
﨑
　
　
勉

本
号
で
お
伝
え
し
た
「
夏
祭
り
・
花
火

大
会
」を
始
め
、
今
年
の
夏
は
と
に
か
く
厳

し
い
暑
さ
に
見
舞
わ
れ
た
。そ
ん
な
暑
さ
も

10
月
に
入
って
よ
う
や
く
落
ち
着
く
と
、
ふ

と
「
み
く
り
が
池
」
の
写
真
を
撮
り
に
行
こ

う
と
思
い
立
っ
た
。「
み
く
り
が
池
」と
は
、立

山
連
峰
の「
室
堂
平
」に
あ
る
池
で
、
週
間

予
報
に
よ
る
と
こ
の
日
だ
け
が
晴
れ
マ
ー
ク

で
、
し
か
も
紅
葉
が
ち
ょ
う
ど
見
頃
を
迎
え

て
い
る
ら
し
い
。居
て
も
立
っ
て
も
居
ら
れ

な
く
な
り
、カ
メ
ラ
を
片
手
に
車
に
乗
り
込

ん
だ
。

３
年
前
に
カ
メ
ラ
を
手
に
す
る
ま
で
は
、

休
日
と
い
え
ば
漫
画
を
読
ん
だ
り
ゲ
ー
ム

を
し
た
り
と
ダ
ラ
ダ
ラ
過
ご
す
「
イ
ン
ド
ア

派
」だ
っ
た
私
が
、
こ
う
し
て
思
い
に
ま
か
せ

て
外
に
飛
び
出
す
よ
う
に
な
る
と
は
、
自
分

で
も
驚
き
の
変
化
で
あ
る
。

「
室
堂
平
」
に
は
自
家
用
車
の
乗
り
入
れ

が
出
来
な
い
た
め
、
ま
ず
は
立
山
駅
ま
で
車

で
行
き
、そ
こ
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で「
美
女

平
」
ま
で
上
る
。そ
こ
で
高
原
バ
ス
に
乗
り

換
え
、
室
堂
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
目
指
す
の
で
あ

る
。人
生
初
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
「
美
女
平
」

に
到
着
す
る
と
、
そ
こ
は
濃
霧
で
真
っ
白
な

世
界
だ
っ
た
。先
が
思
い
や
ら
れ
た
が
、そ
れ

で
も
高
原
バ
ス
に
乗
車
す
る
と
、
標
高
が
上

が
る
に
つ
れ
て
霧
が
晴
れ
、
紅
葉
の
絶
景
が

目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。先
ほ
ど
ま
で
の
濃

霧
は
雲
海
と
な
り
眼
下
に
広
が
る
。バ
ス
の

車
内
に
は
海
外
か
ら
の
観
光
客
も
多
く
、

「
Ｗ
Ｏ
Ｗ
！
」
と
感
嘆
の
声
が
聞
こ
え
た
。室

堂
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
到
着
す
る
頃
に
は
空
は
ス

ッ
キ
リ
と
晴
れ
渡
り
、
そ
こ
か
ら
し
ば
ら
く

歩
い
た
先
に
あ
る
「
み
く
り
が
池
」
の
景
観

は
、思
わ
ず
た
め
息
が
出
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

撮
れ
た
写
真
は
ま
だ
ま
だ
初
心
者
レ
ベル

で
あ
ろ
う
が
、大
切
な
の
は
成
果
を
得
る
こ

と
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
向
か
う
ま
で
の

出
来
事
や
出
会
い
か
ら
、さ
さ
や
か
な
幸
せ

を
味
わ
え
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か…

。そ

ん
な
こ
と
も
３
年
前
の
自
分
は
考
え
も
し

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。　
　
　       （
岡
﨑
記
）

作業センターふじなみの栽培ハウスの中で、
シャワーホースを使って水やりをしているの
は「ハウス部門」の中村 和武さん。
水やりは何のため？そして水をかけている
ブロックの正体は？
詳しくは本紙２頁で紹介します。

富
山
国
際
大
学
 

富
山
市

㈱
島
田
樹
脂
 

富
山
市

北
陸
レ
ジ
ン
工
業
㈱
 

高
岡
市

ア
ル
ビ
ス
㈱ 

呉
羽
東
店
 

富
山
市

竹
　
本
　
潔
　
史
 

富
山
市

㈱
北
国
屋
商
店
 

富
山
市

㈲
タ
イ
セ
イ
ツ
ア
ー
ズ
 

富
山
市

ニ
ッ
タ
ン
㈱ 

富
山
営
業
所
 

富
山
市

日
本
海
建
興
㈱
 

富
山
市

㈱
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
 

富
山
市

㈱
ダ
ス
キ
ン
北
陸 

小
杉
営
業
所
 射
水
市

森
産
業
㈱
 

群
馬
県
桐
生
市

㈱
浪
速
電
機
工
業
所
 

富
山
市

㈱
中
村
 

富
山
市

手
づ
く
り
ハ
ウ
ス
く
れ
よ
ん
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